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11月の主な活動
	 5日	新潟県知事要請

	 6日	第33回連合新潟　　　
　　　　　女性委員会総会
	 	第33回連合新潟　　　
　　　　　青年委員会総会

	16日	地域産業労働懇談会

	16日	第１回四役会議

	21日	食と環境ネットワーク　
　　　　　　　　体験学習会

	25日	第1回執行委員会

「命とくらしを守ること」をすべての基軸に、
未来を切り拓こう�

顔の見える地域運動を発展させ、
新たな組織拡大に繋げよう�

　

連
合
新
潟
は
10
月
28
日
、
第
31
回
定
期
大
会
を
新
潟
東
映

ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
各
構
成
組
織
な
ど
か
ら
１
３
８
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、「『
命
と
く
ら
し
を
守
る
こ
と
』

を
全
て
の
基
軸
に
、
未
来
を
切
り
拓
こ
う
！　

顔
の
見
え
る

地
域
運
動
を
発
展
さ
せ
、
新
た
な
組
織
拡
大
に
繋
げ
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
３
つ
の
重
点
分
野
を
向
こ
う
２
年
間
の

運
動
方
針
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
は
役
員
改
選
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

新
役
員
の
選
出
を
行
い
、
会
長
に
牧
野
茂
夫
氏
（
Ｊ
Ｐ
労

組
）、
事
務
局
長
に
小
林
俊
夫
氏
（
電
機
連
合
）
を
再
選
し
、

副
会
長
に
は
、
飛
田
博
之
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
福
井
正

史
氏
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
を
退
任
役
員
の
後
任
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
ま
し
た
。

【運動方針重点分野】
重点分野１ 「�すべての働く仲間をまもり、つなぐための集団的

労使関係の追求と社会に広がりのある運動の推進」

重点分野２ 「�安心社会とディーセント・ワークをまもり、創り
出す運動の推進」

重点分野３ 「�ジェンダー平等をはじめとして、一人ひとりが尊
重された「真の多様性」が根付く職場・社会の実現」

　

大
会
開
会
あ
い
さ
つ
で
牧
野

会
長
は
、
組
織
拡
大
、
政
治
課

題
の
２
点
に
つ
い
て
触
れ
、
組

織
拡
大
に
つ
い
て
は
、「
連
合

組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
の

実
践
に
向
け
、
地
方
連
合
会
オ

ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
引
き

続
き
、
構
成
組
織
、
連
合
新
潟
、

地
域
協
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て

組
織
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
合
い
た
い
」
と
述
べ
、

政
治
課
題
に
つ
い
て
は
、「
今

次
衆
議
院
選
挙
は
、
ウ
イ
ル
ス

禍
と
い
う
国
家
的
危
機
を
克
服

し
、
安
心
で
持
続
可
能
な
社
会

を
展
望
で
き
る
の
か
、
命
と
暮

ら
し
を
守
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

を
実
現
で
き
る
の
か
問
わ
れ
る

重
要
な
選
挙
だ
。
多
く
の
有
権

者
が
働
く
者
、
生
活
者
の
期
待

に
応
え
得
る
政
権
の
確
立
を
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 　

大
会
来
賓
と
し
て
新
潟
県
、

新
潟
労
働
局
、
新
潟
県
労
働
金

庫
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

新
潟
推
進
本
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
６
つ
の
議

案
全
て
が
承
認
さ
れ
、
意
見
・

要
望
で
は
、「『
推
進
分
野
４
、

連
合
運
動
を
支
え
る
人
材
の
確

保
と
育
成
』
に
お
い
て
、
労
働

組
合
役
員
の
担
い
手
不
足
が
あ

り
、
今
後
、
連
合
（
地
協
）
へ

の
派
遣
役
員
の
選
出
が
困
難
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
連
合
新

潟
の
具
体
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
意
見
が

あ
り
、
連
合
新
潟
か
ら
は
、

「
連
合
か
ら
は
、
地
協
運
動
の

再
構
築
（
見
直
し
）
が
提
言
さ

れ
て
お
り
、
新
潟
に
お
い
て
も

各
地
協
と
意
見
交
換
を
始
め
て

い
る
。
ま
た
、
地
協
設
置
基
準

も
示
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
数

が
減
少
し
た
場
合
は
地
協
の
再

編
も
あ
り
得
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

　

役
員
選
出
で
は
、
新
任
の
専

2022～2023年度連合新潟役員一覧
役　　職 氏　　名 構成組織 備　　考
会 長 牧野　茂夫 Ｊ Ｐ 労 組 専従
副 会 長 齋藤　悦男 自 治 労

飛田　博之 ＵＡゼンセン （新任）
松長　浩子 ＵＡゼンセン
片原　匡郁 ＪＡＭ新潟
岡島　祐次 日 教 組
白川　裕子 日 教 組
山崎　雅彦 電 機 連 合
渡邉　貴裕 電 力 総 連
福井　正史 Ｊ Ｐ 労 組 （新任）
小 熊 　 勇 交 通 労 連
藤田　隆則 情 報 労 連

事務局長 小 林 俊 夫 電 機 連 合 専従
副事務局長 筒井　泰樹 ＵＡゼンセン 専従

渋木　俊哉 電 力 総 連 専従
桑原　典子 ＵＡゼンセン 専従

執行委員 早川　英雄 交 通 労 連 専従（下越地協）
川﨑　　晃 自 治 労 専従（新潟地協）
山際　輝久 基 幹 労 連 （新任）専従（新潟地協）
本間真佐栄 交 通 労 連 専従（佐渡地協）
山田　浩之 ＪＡＭ新潟 （新任）専従（県央地協）
小林　　守 情 報 労 連 専従（中越地協）
西巻　淳一 ＪＡＭ新潟 専従（柏崎地協）
高橋　芳夫 電 機 連 合 専従（上越地協）
山田　　寿 自 治 労
遠藤　　丞 日 教 組
丸山さつき ＪＡＭ新潟
小山　泰子 電 力 総 連
田辺　綱男 自動車総連
竹内喜久恵 Ｊ Ｐ 労 組
丸山　敏明 運 輸 労 連
川瀨美由紀 運 輸 労 連
星野　雄一 基 幹 労 連 （新任）
山際　　諭 ＪＥＣ連合 （新任）
石田　菜月 全 労 金 （新任）
高橋奈緒美 情 報 労 連 （女性委員会枠）
山田　隆之 ＪＡＭ新潟 （青年委員会枠）

会計監査 佐藤　考実 紙 パ 連 合
金子　　敬 ヘルスケア労協
山崎　　瞬 全 国 ガ ス （新任）

従
役
員
と
し
て
新
潟
地
協
派
遣

へ
山
際
輝
久
氏
（
基
幹
労
連
）、

県
央
地
協
派
遣
へ
山
田
浩
之
氏

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
を
は
じ
め
８

人
の
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

退
任
役
員
表
彰
で
は
、
長
年

の
功
績
を
讃
え
て
、
齋
藤
政
敏

氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
渡
邊

治
氏
（
連
合
新
潟
・
12
月
１
日

よ
り
地
方
連
合
会
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
就
任
）、
小
島
正
吏
氏

（
全
水
道
）
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、
砂
長
副
会
長
（
Ｕ

Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）、
今
津
執
行
委

員
（
全
労
金
）
が
退
任
し
ま
し

た
。

　

定
期
大
会
の
最
後
に
「
大
会

宣
言
」
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、

牧
野
会
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
新
潟
県
庁
に
て

「
２
０
２
２
年
度
新
潟
県
予
算

に
関
す
る
施
策
要
望
書
」
を
花

角
知
事
へ
手
渡
し
、
昨
年
に
続

き
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な

ど
を
含
め
11
分
野
34
項
目
に
つ

い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
牧
野
会
長
か
ら
、

34
項
目
の
中
か
ら
次
の
３
点
に

つ
い
て
伝
え
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

①�　

県
内
労
働
者
の
労
働
時
間

は
長
く
、
有
給
休
暇
取
得
日

数
も
全
国
に
比
べ
て
低
い
こ

と
か
ら
し
っ
か
り
と
周
知
の

実
施
。

新専従役員紹介

　

第
31
回
定
期

大
会
に
お
い
て
、

新
潟
地
協
の
専

従
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し

た
基
幹
労
連
出
身
の
山
際
で
す
。
基
幹
労
連
は
、「
ご

安
全
に
！
」
を
合
言
葉
に
組
合
員
の
安
全
を
最
優
先
に

し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
働
く
仲

間
が
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
31
回
定
期

大
会
に
お
い
て

県
央
地
協
事
務

局
長
の
信
任
を

い
た
だ
き
ま
し

た
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟　

北
越
工
業
労
働
組
合
出
身
の
山
田
浩

之
で
す
。

　

出
身
単
組
の
北
越
工
業
労
働
組
合
は
今
年
で
結
成
75

周
年
を
迎
え
た
歴
史
の
あ
る
単
組
で
す
。

　

単
組
で
の
専
従
経
験
は
6
年
半
と
、
年
齢
の
割
に
は

豊
富
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
皆
さ
ま
の
悩

み
や
思
い
を
、
決
し
て
渋
滞
、
一
方
通
行
、
行
き
止
り

と
さ
せ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

連合新潟
新潟地協副議長

山 際 輝 久
（基幹労連）

連合新潟
県央地協事務局長

山 田 浩 之
（ＪＡＭ新潟）

連合新潟
第31回
定期大会

②�　

新
潟
県
内
に
お
け
る
医
師

数
の
確
保
に
向
け
た
離
職
対

策
な
ら
び
に
県
内
外
大
学
で

の
地
域
枠
の
さ
ら
な
る
拡
大
。

③�　

経
済
的
負
担
等
に
よ
り
子

ど
も
を
産
む
こ
と
を
諦
め
る

こ
と
が
な
い
よ
う
な
対
策
の

実
施
。

　

花
角
知
事
か
ら
は
「
連
合
新

潟
の
み
な
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら

労
働
環
境
の
改
善
や
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
、
県
民
生
活
の
向

上
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
要

請
い
た
だ
い
た
34
項
目
に
つ
い

て
は
、
こ
の
後
、
意
見
交
換
に

て
問
題
意
識
を
共
有
さ
せ
て
い

た
だ
き
可
能
な
も
の
は
、
予
算

に
反
映
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
の
場
で
は
参
加
し

た
副
会
長
か
ら
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
産
業
に
対
し
て
の
引
き

続
き
の
支
援
の
お
願
い
、
男
女

平
等
推
進
課
が
所
属
す
る
県
民

生
活
環
境
部
が
廃
止
さ
れ
る
が

男
女
平
等
施
策
が
停
滞
す
る
こ

と
の
無
い
よ
う
取
り
組
み
の
お

願
い
な
ど
、
職
場
が
抱
え
て
い

る
課
題
に
対
す
る
対
策
や
行
政

体
制
に
つ
い
て
意
見
、
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
今
後
も
行
政
や

経
済
団
体
な
ど
へ
、
働
く
人
の

立
場
に
立
っ
た
要
請
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

働く人の立場に立った
要請行動を！

新潟県と問題意識を共有



新潟推進本部
（新潟県総合⽣活協同組合）

2021年11月1日 ～ 2021年12月29日

期間中にマイカー共済の
『お⾒積もり』で

ノベルティをプレゼント！

全国労働者共済生活協同組合連合会

あなたと家族のカーライフを守る2021年11⽉
制度改定

たすけあいから⽣まれた保障の⽣協です。
「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業を営み、
相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりある暮らしに貢献すること
を⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、出資⾦を払い込んで居住地
または勤務地の共済⽣協の組合員となることで各種共済制度をご利⽤いただけます。

2021年 6月 1日 ～ 2022年 5月31日

こくみん共済 coopは「７才の交通安全プロ
ジェクト」の取り組みのひとつとして、マイ
カー共済のお⾒積もり１件につき横断旗１本
を全国の児童館などに寄贈してきました。
これからも、⼦どもたちの安全を守りつづけて
いくため、私たちはこの活動を継続します。
ぜひ、この取り組みにご協⼒ください。
取組期間

期間限定

万円分が当たる！

連　　　合　　　新　　　潟

キャプション

「女性に対する暴力撤廃」の街宣

62%

38%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことない

意味も知っている

聞いたことはある

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2021年11月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第369号

　

10
月
14
日
、
勤
労
福
祉
会
館

に
て
、
国
民
民
主
党
新
潟
県
連

と
第
１
回
定
期
協
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
定
期
協
議
で
は
、
連

合
新
潟
よ
り
、
第
49
回
衆
議
院

選
挙
に
向
け
て
進
め
て
い
る
支

援
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ

か
、
第
31
回
定
期
大
会
で
確
認

予
定
の
政
治
活
動
の
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。
国
民
民
主
党
新
潟
県

　

11
月
６
日
に
女
性
委
員
会
は
、

新
潟
市
・
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
で
第
33
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
年
の
総
会
も
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、

出
席
代
議
員
数
を
制
限
し
て
の

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

開
催
方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
し

な
が
ら
、
参
加
者
が
安
心
し
て

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に
丸

山
新
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
総
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
な
お
総
会
前
段
に
は

女
性
委
員
会
が
新
潟
駅
前
で

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
」

の
街
宣
行
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
同
会
場
で
青
年

委
員
会
第
33
回
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
２
０
２
１
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
は
連
合
新
潟
結
成

30
周
年
記
念
青
年
委
員
会
企
画

の
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を
佐
渡
で
開

催
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、

２
０
２
２
年
度
の
活
動
方
針
は
、

活
動
を
通
し
て
加
盟
組
織
の
さ

ら
な
る
連
帯
を
高
め
る
こ
と
な

連
か
ら
は
、
同
党
が
提
案
す
る

政
策
の
５
本
柱
の
概
要
の
説
明

を
受
け
、
そ
の
後
、
立
候
補
の

準
備
を
進
め
て
い
る
第
2
区
の

情
勢
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、
北
陸
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
の
対
応
に
つ
い
て
要
請
を

受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
協
議
は
、
第
49

回
衆
議
院
選
挙
直
前
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
意
見
交

　

最
近
、
め
っ
き

り
と
身
体
を
動
か

す
機
会
が
減
り
、

少
し
体
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
。
ま

ず
い
と
思
い
週
に

２
、
３
日
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
へ
行

き
、
軽
い
筋
ト
レ
と
有
酸
素
運

動
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
。
し
か
し
、
自
分
に
甘
く
ジ

ム
へ
行
く
の
が
面
倒
だ
と
思
う

と
す
ぐ
に
休
ん
で
し
ま
う
。
こ

れ
か
ら
、
冬
で
さ
ら
に
身
体
を

動
か
す
機
会
が
減
る
こ
と
に
加

え
、
春
に
は
健
康
診
断
も
あ

る
、
気
持
を
切
り
替
え
頑
張
ら

な
い
と
！�

（
渋
）

10月ホームページアンケート結果発表
質問：10月のHPアンケートは、「『ディーセント・ワーク』、知ってい
ますか？」でした。
　毎年10月７日「ディーセント・ワーク世界行動デー」にちなみ、ア
ンケートをとってみたところ、およそ３人に２人が「知らない」とい
う残念な結果に。
　ディーセント（decent）は「まともな、きちんとした」などの意味で、
ディーセント・ワークは「働きがいのある人間らしい仕事」と訳され
ます。連合もディーセント・ワークを追求していますし、国連サミッ
トで採択されたSDGｓ（持続可能な開発目標）にもゴールの１つに入
っています。皆さんはディーセント・ワーク、できていますか？
　さて、10月の連合新潟HPアンケートは、「ジェンダー平等」に関し
てです。連合新潟公式ホームページで投票してください。

国
民
民
主
党
新
潟
県
連
と
の

第
１
回
定
期
協
議
を
開
催

フ
ェ
ア
ワ
ー
ク

推
進
セ
ン
タ
ー

�

始
動

南魚沼市議会議員選挙結果
投開票日 10月17日  （定数22）    ◯内は当選順位

（　）は当選回数

当選（２）　梅
う め

 澤
ざ わ

  道
み ち

 男
お

� 1,959票 ②

12月の自治体選挙
連合新潟推薦候補予定者

▪ 見附市長選挙
投開票日 12月12日（定数１人）
　　　　　　　＊投票日での年齢

稲
いな

田
だ

　亮
りょう

無所属　 新人　50歳

ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

換
の
中
心
は
選
挙
関
連
の
取
り

組
み
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
定
期
協
議
は
、
国
民
民

主
党
新
潟
県
連
定
期
大
会
終
了

後
の
来
年
春
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。

2022年度青年委員会・女性委員会新役員

役　職
青年委員会 女性委員会

氏　　名 構成組織 氏　　名 構成組織
委 員 長 山田　隆之 ＪＡＭ新潟 丸山さつき ＪＡＭ新潟

副委員長 関川　貴大 自 治 労 白川　裕子 日 教 組
木村　亮智 日 教 組 　 　

事務局長 山上　　翼 ＪＰ労組 廣松　千里 ＵＡゼンセン
事務局次長 中川　洋平 自動車総連 残熊　　歩 自 治 労
委 員 青栁　直樹 電機連合 木村　千絵 ＪＡＭ新潟
委 員 廣瀬　亮一 交通労連 佐久間純子 日 教 組
委 員 梁取　　聡 自動車総連 梅澤由有子 電機連合
委 員 笠原　　将 基幹労連 宇内　恵子 電力総連
委 員 井野元康汰 紙パ連合 芳賀　朋子 ＪＰ労組
委 員 高橋かいな ＵＡゼンセン 池田　琴美 全 労 金
委 員 西脇　直美 日 教 組

委 員 石川　純亜 電力総連

委 員 瀬沼　翔太 情報労連

委 員 乙川　聖哉 全 労 金

委 員 金子　賢一 にいがたユニオン

第49回衆議院議員総選挙結果
10月19日公示、10月31日投開票

候補者名 政　党 得票数

１区

当選 西村智奈美 立 憲 民 主 党 127,365

比例 塚田　一郎 自 由 民 主 党 96,591

石崎　　徹 日本維新の会 18,333

２区

高倉　　栄 国 民 民 主 党 37,157

当選 細田　健一 自 由 民 主 党 105,426

平　あや子 日 本 共 産 党 33,399

３区
黒岩　宇洋 立 憲 民 主 党 88,744

当選 齋藤　洋明 自 由 民 主 党 102,564

４区
当選 菊田真紀子 立 憲 民 主 党 97,494

比例 国定　勇人 自 由 民 主 党 97,256

５区

当選 米山　隆一 無 所 属 79,447

比例 泉田　裕彦 自 由 民 主 党 60,837

森　　民夫 無 所 属 36,442

６区

当選 梅谷　　守 立 憲 民 主 党 90,679

比例 高鳥　修一 自 由 民 主 党 90,549

神鳥　古賛 無 所 属 1,711

ご支援、ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

女性委員会・青年委員会
第33回総会開催
女性委員長に
　丸山さつきさん新任
青年委員長に
　山田隆之さん再任

ど
を
、
出
席
者
全
員
で
確
認
し

ま
し
た
。
今
総
会
も
昨
年
同
様
、

出
席
代
議
員
数
を
制
限
し
た
総

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
委
員
も

増
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
先
は

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
取
り
な

が
ら
も
、
従
前
の
活
動
に
近
づ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

11
月
５
日
、
勤
労
福
祉
会
館

会
議
室
に
て
フ
ェ
ア
ワ
ー
ク
推

進
セ
ン
タ
ー
開
所
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
小

林
連
合
新
潟
事
務
局
長
よ
り
、

「
前
身
で
あ
る
連
合
新
潟
非
正

規
労
働
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０

８
年
７
月
、
県
内
で
働
く
非
正

規
雇
用
・
中
小
零
細
企
業
労
働

者
へ
の
支
援
・
連
携
の
強
化
と

組
織
化
の
推
進
の
た
め
に
設
置

し
、
取
り
組
ん
で
き
た
。
発
足

か
ら
13
年
余
り
が
経
過
し
、
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
な

か
、
本
来
役
割
を
果
た
す
べ
き

社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
脆
弱
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
フ
ェ
ア

ワ
ー
ク
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
機
能
強
化
を
は
か
り
、
非
正

規
雇
用
労
働
者
、
中
小
零
細
企

業
の
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
曖

昧
な
雇
用
で
働
く
仲
間
・
外
国

人
労
働
者
な
ど
、
働
く
仲
間
の

課
題
解
決
を
進
め
、
真
の
多
様

性
が
根
付
く
職
場
・
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
ワ
ー
ク
推
進
セ
ン
タ

ー
の
役
員
は
セ
ン
タ
ー
長
を
は

じ
め
18
人
で
す
。
す
べ
て
の
人

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
性
別
・

年
齢
・
国
籍
・
障
が
い
の
有
無
・

就
労
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
平
等
・
対
等
で
多
様
性
を

認
め
合
い
な
が
ら
公
正
・
公
平

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
「
フ
ェ

ア
ワ
ー
ク
」
の
実
現
に
向
け
取

り
組
み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。


